
②
活動指標

【記載内容のポイント】
● R1～R4年度の活動指標（アウトプット）の計画値を記載
● R４年度における活動指標（アウトプット）の『実績値』と、事業費の『予算』、『決算』見込及び『繰越』見
込の金額（千円）を記載。（R1～３年度分については前年度の協議会で提示）

⑤
自己評価

【記載内容のポイント】
●自己評価の説明を記載（事務事業の評価基準（資料4 P１）により評価）
(1)数値目標があるもの
達成率を[R４実績値/R４計画値]で算出し、「数値目標があるもの」に当てはめて評価する。
(2)数値目標がないもの
[計画値]」に対し、[実績値]の進捗を踏まえて、「数値目標がないもの」に当てはめて評価する。
※成果指標が複数ある場合は、低い方に合わせて評価区分を決定
※現年の活動指標の結果が事業の目標達成に向けて計画どおりに進んでいるかを踏まえて、成果指標により
評価する。
★（自己評価が「a」以外となった理由）
→事務事業の自己評価が「a」以外の評価となった理由について記載
★（自己評価が「a」未満の場合、改善に向けた取組方針）
→事務事業の自己評価が「a」未満の評価となったものについて、事務事業の改善に向けた取組方針を記載

③
効果～成果指標

【記載内容のポイント】
● 『効果』に成果指標の算出方法を記載（★成果指標の下にR４実績の算出式を記載）
● R１～R４年度の成果指標（アウトカム）の計画値と、R４年度における成果指標（アウトカム）の『実
績値』を記載（R１～３年度分については前年度の協議会で提示）

《第４次中期経営計画 事務事業評価シート 記載例》

①
事務事業名
～実施目標

【記載内容のポイント】
● 「政策名」、「施策名」、「事務事業名」 を記載
★ 外部評価対象の事務事業である場合、右上に「外部評価対象事務事業」とその理由を記載
★ 事務事業名の右に、下記の該当する事業の場合はアイコンを搭載

 新たな視点や枠組みで取組事業や、進捗を加速していく事業
 市民の皆さんや幅広い関係者と協力して行うことでより効果が生じる事業
 主に進行管理を行う事業
 令和２年度末に策定時からの変化や協議会からの提案を踏まえて改定した事業

● 事務事業の実施目標を記載
改定

D
CA

P

● 全ての事務事業に共通する項目、★ 事務事業により記載の有無がある項目

④
改善に向けた
取組状況
※「水道管の耐震化」に
該当しない項目のため、
「協働事業の実施・検討」
の評価シートを抜粋

【記載内容のポイント】
★【昨年度示した改善に向けた取組方針】
→昨年度の自己評価が「a」未満の評価となったものについて、事務事業の改善に向けた取組方針を記載
★【取組状況】
→取組方針を踏まえた取組の状況を記載
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